
急ピッチな上昇一服、トランプ政権の増産警戒
NY原油先物相場は、1バレル=74ドル台まで下落する展開になった。北半球の寒波による需給引き締ま

り警戒、米国の対ロシア制裁強化の動きを背景に急ピッチな上昇が続いていたが、上げ一服後の反落局

面に移行した。1月20日にトランプ米政権が始動したが、米国内の増産圧力が警戒されたことに加えて、

石油輸出国機構（OPEC）に対して原油価格引き下げを要請する方針を示したことも、原油相場を圧迫

している。

トランプ米大統領は就任演説において、原油・天然ガスの増産方針を示した。インフレの抑制とウクラ

イナ戦争終結の二つの視点から原油価格引き下げの必要性を訴えており、米国内では増産を促すための

施策が活発化するとの見方が強まった。しかも、23日と24日には二日連続でOPECに対して原油価格引

き下げを要請すると発言している。OPECが対応する可能性は低いが、トランプ大統領の原油価格引き

下げへの強い意欲が、原油相場の値下がりに直結した。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（1月17日時点）は、原油が前週比102万バレル減、ガ

ソリンが233万バレル増、石油精製品が307万バレル減となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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急伸一服後の反落局面に、トランプ米大統領の動向に注意

2

【展望】

短期需給の引き締まり圧力が消化され、上値の重さが再確認

される見通し。北半球ではまだ厳しい寒波が続いているため、

天然ガス相場との連動で瞬間的に上昇するリスクは払しょく

できないが、80ドル水準で高値限界を確認した可能性が高

まっている。国際原油需給が供給超過に向かう見通しには変

化がみられず、徐々に急伸前の70ドル水準での取引に回帰し

ていく見通し。

トランプ米政権が始動したが、原油価格押し下げに想定以上

の積極姿勢を見せていることはネガティブ。具体的な取り組

みは不明だが、就任演説では「Drill,Baby,Drill（掘れ、ベイ

ビー、掘れ）」と、米石油会社に増産を促す方針を確認して

いる。その一方で、OPECに対しては原油価格引き下げを要

請している。ロシアがウクライナ戦争を継続することができ

なくするためには、原油価格引き下げが必要と主張している。

トランプ大統領の意向で原油価格が決まる訳ではないが、強

力な圧力が想定されることが、原油相場の地合悪化を促そう。

同様の動きが続くと、さらに調整売りが膨らみやすくなる。

通商環境については、対中関税は使いたくないと発言してい

ることはポジティブ。中国との交渉による問題解決が望まし

いとしている。ただし、トランプ政権の動向は先行き不透明

感が強く、通商環境の改善期待で原油価格が大きく上昇する

可能性は低い。

1月28～29日の米連邦公開市場委員会（FOMC）にも注意が

必要。政策調整は見送りが確実視されているが、パウエル米

連邦準備制度理事会（FRB）議長の発言によってはドルの値

動きが活発化する可能性はある。
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小菅努（こすげ・つとむ）プロフィール

1976年千葉県生まれ。筑波大学社会学類卒。商品先物会社の営業本部、ニュー

ヨーク事務所駐在、調査部門責任者を経て、2016年にマーケットエッジ株式会社

を設立、代表に就任。金融機関、商社、事業法人、メディア向けのレポート配信、

講演、執筆などを行う。
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